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－ションの取り方、授業評)価アンケートで学生の評価が
高いと思われる点について、以下のようなコメ＞卜があ
った（抜粋)。
・マイクは使用していたが無理に大声で講義せず、逆
に学生に耳をそばだたせることで、授業に集中させ
ている
・板書の文字が大きく一番後ろからでも見やすい
・１向の授業の内容が適切である
・前回のポイントを丁寧に解説されている。毎回の小
テストと丁寧な復習は評,価の高い要田の一つだと
凧う
電気電子工学科におけるＦＤ活動
「ベストレクチャーによる公開授業」
r国） 今回の授業探訪では、電気電子工学科においてＦＤ活動の一つとして実施されている「ベストレクチャーによ
る公開授業」について報告する。
【ベストレクチャーの表彰制度］
電気電子工学科では、学科教育システム委員会を設置
し、その下に、①教育内容検討、②教育評価・改善、③
システム評価、④ファカルティ・デベロップメント推進
（ＦＤ）の４つの分科会を組織して、教育活動の点検・
改善にあたっている。ＦＤ分科会では、学生による授業
アンケート結果に基づいて、毎年、最も評価の高かった
講義（座学科目必修選択を問わず、昼間夜間主コース
も問わない）を行った教員に「ベストレクチャー賞」を
授与し表彰している。
［おわりに］
今回の公開授業に参加した教員のコメントがＦＤ分
科会でまとめられ、学科の教員に公開されている。また、
授業参観活動について、自分の講義を見直す機会になる
他の教員の授業方法を参考にでき自分の授業の改善に
生かすことができる、といった意見も寄せられている。
今後も重要なＦＤ活動の一つとして、授業参観が継続さ
れると蝿ｵﾌｵ１る。
【公開授業の取り組み］
電気電子工学科では、毎年度２科目（座学科目と実習
科目を各１科目）の公開授業を実施し、このうちの１科
目に、前年度ベストレクチャー賞受賞者の科目を当てて
いる。
公開授業では指定された科目を30分間参観し、良い
点、改善点等をシートに記入する。ＦＤ分科会がコメン
トを集約し、教員へフィードバックするとともに、総括
を学科教育システム委員会に報告する。
ｒこれまでの５年間に、授業探訪では、以下の授業、
｜のレポートをお届けしてまいりました。
’第１号「基礎有機化学」
’第２号「システム制御工学」
’第３号「線形システム論」
’第４号｢土木T学概論」
’第６号「ドイツ語Ｉｂ」
’第７号「授業支援システム」
’第１０号「学外実習
｜このコーナーで取り上げて欲しい授業がありまし
したら､FDWGまでご一報ください｡
炉
【公開授業レポート】
平成19年度は、関根ちひろ准教授がベストレクチャ
ー賞を受賞され、基礎電磁気学の授業が、平成20年１２
月１０日および１８日の午前10時25分から１１１１寺55分に公
開された。この科目は、電気電子工学科３年生の必修
科目であり、再履修学生と合わせて100名を超える受講
生がおり、あわせて、教員が授業参観に訪れていること
もあってＣ310講義室の狭さを感じた。公開授業という
こともあり、受講学生も緊張した中で講義が開始された。
授業参観者からは、大人数教室での学生とのコミュニケ 、葦i:IiliifiEⅦ
p－ 
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『全学的に－鶴;感のある教育改革を推進識る
～愛媛大学の取り組魂～』報誓 二
Ｆ、ワーキンググループ：澤口直哉（材料物性工学科）
平成21年１月１３日にＦＤ識演会が開催されました。
その概要を報告します。
講演に先立ち本学丸山理事より、愛媛大学はＦＤ活動
に先進的に取り組んでいる大学と何されていること、譜
Imiの柳澤氏は教育担当副学長として教育問題に桃わって
おられ、平成21年４月より愛媛大学学長に就化される
ことなどが紹介されました。
まず、愛媛大学のグローバルＣＯＥと教育ＧＰ等の採
択件数が平成19,20年度で11件に及ぶことが紹介され
ました。この採択数に至ったjMj:1として、愛媛大学が進
めてきた様々なＦＤ活動の紹介がありました。本来のＦ
Ｄ活動とは、狭義（ミクロ・レベル）のＦＤ－ＩｌＪｉｌ々の教
員が行う授業改善など－と、広義（マクロ・レベル）の
ＦＤ－教育組織全体の整備・改ｌｌｔまでを含む－の双方が
連動しているべきである、という考えに基づき、愛媛大
学では全学の教育活動の中心となる新たな組織づくりか
ら行ったというお話でした。新しい組織は次のように紹
介されました。「教育企画室」一専任教員を含む数名で
柵成一と、「教育学生支援会織」－各組織の長／副長と
各学部の統括教育コーディネーターで構成一の２つから
なっている。前脅の職務は教育に関する調査研究と全学
的教育改善の禰勤の実施であり、後者の職務は全学的な
教育課題を審縦する。ここで、統括教育コーディネータ
ーとは、独自の教育コーディネーター制度で定めている、
各学部・学科の教育責任者（教育コーディネーター）の
代表者のことで、学長が教育間迦に意欲のある教員を指
名しており、任期が４年確個係されているなどの特徴があ
る。教育コーディネーターは教育方法の改善Vilnliljなどに
権限を有し、学内の競争的資金を獲得して活jKljしている。
以上が組織の概要です。柳澤氏は、教育企画室が少人数
で構成されている結果、一般的な委員会が各組織の代表
で構成されて全学的合意を諮ることを基本とするのとは
拠質の意志決定機関として、＊体1Wかつ迅速に業務を進
めていることが砿要であると述べられました。教育ＧＰ
などの採択件数が多くなったのは、教育企画室が中心と
なり進めてきた学内の取り組みによって教育活動に関す
るプランが幾つも醸成されており、かつこれらのプラン
のほとんどが全学的な取り組みであることが外部から
も評価された結果であろう、と分析されました。
教育コーディネーターが、各々が所属する組織の教育
活動を推進する一方で、全学的な取り組みとしては、
１）１泊２１１の新任教員研修、
２）ＦＤスキルアップ講座：２１時間程度のiil1l習会を
１５コース稗度用意、
３）コンサルティングサービス：教員の授業改善上の
悩みについて、専門職が調査・アドバイスを行う仕
組み、
４）ファカルティ・ディベロッパー講座：ＦＤ担当者
の講習会で、愛媛大学がLl1心となり、全|ﾖilの大学関
係者を聴iil,}背として開僻
が行われていることが紹介されました。ｌ）は本学でも
行われています。２)、３）はいずれも本学にはない取
り組みで目新しく、いずれも効果があるというお話でし
たので、興味を引きました。ただし、４）は本学が検討
すべき活勤の範傭にはないと考えます。
続いて、教育コーディネーターを''１心に行った教育
改善の作業の具体例として、ディプロマ・ポリシー（Ｄ
Ｐ)、カリキュラム･ポリシー（ＣＰ)、アドミッション・
ポリシー（ＡＰ）の３つを定めたことが紹介されました。
本学でもＤＰ等の設定が進められているため、この点も
興味深く拝聴しました。これらの設定作業において、救
育コーディネーターは全体の設計、各科||の到達目標と
ＣＰの盤合性の倹証などの作業において、実効的な役
割を担ったそうです。そして、この際も術成員が学部／
学科の代表ではない組織ゆえに発揮できる主導力が働き、
定めたＤＰ、ＣＰ、ＡＰは全学的取り組みの成果として
教此に受け入れられていることが紹介されました。また、
作業を通してわかったこととして、ＤＰ、ＣＰ、ＡＰの
設定においては互いが整合性を有することなど注意す
べきことが挙げられました。例えば、ＡＰの内容がＤＰ
の内容を超えてしまうとそれは本木'膳倒である、など
です。
｜ﾘ||潔氏は講演題目に「全学的に一体感のある」と入れ
たのには理由があり、このことが今後１K要視されると説
明されました。すなわち、これからの大学の教育改革と
制度改革は統合して行われるべきであり、しかもこれら
の改i1l1iは全学的な取り組みであることも求められるとい
うことです。よって、改革の内容が学部や学科に止まる
取り組みに終始していては、この要談に応えられなくな
るだろうということです。この点に関連して、本学が全
学的にJABEE認定に取り組んでいることがどう評価さ
れるかという質疑に、柳澤氏は、本学の取り組みは有意
であり評価されるべきだが、一方でJABEEは他ilillのコ
ースを認定するものなので、それを全学的取り組みと|Ⅲ
連|､lけるのはやや雌があるだろうと述べられました。こ
の御指摘から、本学における全学的な取り組みとはどう
あるべきかを議論していく必要性を感じました。
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－砕呵と伝西ｍＭｄＬ
講演は理路整然としたものでしたが、一方で多様な話
題が含まれていました。この報告から漏れたもので、興
味深く思われたことを列挙すると、「教育理念に学生の
支援体制を取り上げている大学はほとんど見受けられな
いのは問題ではないか｣、「ティーチング・ポートフォリ
オが今後重視される可能性がある｣、「大学の評)価はまず
は大学全`体について行われ、学部や学科単位ではなされ
ないことに留意すべき｣、「大学評Ⅱ価の指標として利用可
能な『４つのアクター』の提案」などがありました。こ
れらのいずれも刺激的かつ示唆的な内容であり、出席さ
れた方々にとって大変有意義で充実した講演会であった
と思われます。
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ＦＤワーキンググループ：奥野』垣久（共通識座）
「これは大変だ」と思うとともに、学生たちは「鍛えら
れるだろうな」というのが実感です。
リベラルアーツ？先の紹介でお分かりのように、Ｉ
ＣＵでは英語教育に重点が置かれており、１年生の英
語の授業時間は週８コマ、560分とのことです。それは、
英語「を」ではなく日英両語「で」学ぶことによって、
日本語と異なる論理・思考を身につけることがリベラル
アーツに不可欠だからだそうです。
「自由になるための技術、リベラノトアーツとは？｣。
教養学部長のスティール先生は、IntentionalLcaIner
（自発的学習者）とCTiticalThinking（批判的思考
能力）の育成を強調されます。だからこそ、学びのスタ
イルとして「対話」が重視され、例えば教掌もそｵ1ほど
大きいものはなく、全ての机と椅子は可動型のものにな
っていましたし、授業中に、学生が手を挙げて質問する
光景を何度も見ました。また、授業よｎも自習が'１』心で、
そのため学生は図書館を最大限利用しているようです。
ＩＣＵと本学とは、その設立理念から学生の目的意識
まで大きく異なり、一概に「手本」になるわけではあり
ません。しかし、昨年の本学「教育ワークショップ」の
テーマが「学生の主体的な学習意欲を引き出すために」
であったように、主体的な学生を育てることは、本学の
教育においても大きな課題でしょう。その意味で、例え
ば授業における「対話」の重視は検討に値します。しか
し何よりも、「学生をどのように育てたいのか」この重
要問題について、本学教員間でのより活発な議論が必要
だと痛感しました。
本年１月３日の「朝日新聞」は､｢専門学校化する大学」
との見出しのもと「教養重視か実学か」と＝方向の大
学像を描いています。この図式の当否はともかく、教養
重視大学として名高いのが、リベラルアーツ教育を掲げ
るＩＣＵでしょう。正月明けの１月８日・９Ｆ|、本学で
英語を担当しているハグリー先生とＩＣＵを訪問し、い
くつかの授業をのぞかせてもらいました。
時代は、こういう授業を求めているのか？最初の
授業は、山口富子先生の「社会学原論｣。１．２年生
対象の基礎科目とのことゆえ、社会学の入門だろうと
ゆったり構えていたのですが、配布されるレジュメは
英語、そして授業も全て英語で、Modernizationと
Dependencyの対比という社会学の難しい理論問題を
扱っているのです。果たして学生たちは理解している
のかと見渡すと、ほとんどの学生が熱心にノートをと
り、英語でなされる質問に英語で答えているのです。授
業中に手を挙げて英語で質問する学生もいました。そし
て授業の最後には、次回までの課題とそのための参考文
献、もちろん英文のものが示されるのです。留学生も交
じっているとはいえ、日本人学生中心の授業でこの光景、
「ショックー撃」のスタートでした。
興味深そうな学生のまなざし二つ目は、本学情報工
学科の長島先生と研究仲間だという北原和夫先生の「最
先端の物理学｣。１０人弱の学生を相手に小さな教室で、
ご自身の留学時代の体験なども織り交ぜながら、自巾に
物理学の魅力を語りかけていました。「不可逆性とは？」
とかオイラー・ラグランジュガ程式だとか、授業の内容
は私にはよく分かりませんが、ゆったりと授業をする先
生のその姿に洸惚としました。教員も学生も楽しそうだ
ったのです。
諭吉諭で「冷や汗」ＩＣＵでは通常授業１コマは７０
分ですが､フィールドワークなどを行う授業は「ロング」
と呼ばれ、105分のものも設定されています。三つ目の
授業、スティール先生の「|=|本研究」がその「ロング｣。
その日のテーマは、福沢諭吉の「脱亜論｣。約60人の出
席学生はそれなりに準備をしてきているようで、書いて
きたノートを見ながら先生の英語での説明を聞いてい
ました。ところが、６０分がすぎたところ、様子は一転。
学生たちは７グループに分かれて、グループ討論に入っ
たのです。その光景、まさに洞爺湖での「教育ワーク
ショップ」です。しかも、私までグループに入れられて、
英語で「脱亜論」の評,価をめぐり討論をしなければなら
ないのです。聞くことに専念していたら指名されてしま
い、「冷や汗上私とて、「脱亜論」について言いたいこ
との一つや二つはあるのですが、拙い英語力に規定され
て単純、いや幼稚なことしか言えず、ここでも「冷や汗｣｡
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'情報メディア基礎教育(刀
今日的課題
L－ 
ＦＤワーキンググループ：塩谷浩之
（情報Ｔ学科）
眞情報メディア教育センター：刀川
当センターでは1997年の改組以来、新入学化を対象
に「情報メディア基礎」の識繊を行っている。元点はプ
ログラミング学1Wとして開始されたものであるが、その
後のＰＣの進展、両校における教科「情報」の導入、家
庭や個人でのインターネットの辨及などにより、現在
は下表に示す内容となっている。大きく、インターネッ
ト上の安全やルールを学ぶ情搬倫理系、プログラミング
の基礎を学ぶプログラミング系、文書処理ソフトの使
い方を学ぶoffice系、ホームページ作成や、やや複雑
な図形を扱うマルチメディア系から構成されている。ま
た保健管理センターによるＶＤＴ（VisualDisplay
Terminals）作業における|Mtflf予防策や図Tl$iﾄﾞlによる
情報検索法など、他組織の協刀を得ながら内容の多角化
を図っている。
今Ⅱの大学において学生の確保は工要課題ではあるが、
多様な資質の入学者に対応する「より良き教育プログラ
ム｣の椎築も重要な課題である。2000年以降においては
大学救育における「初年次教育」が広がりを見せており、
初ｲﾄﾞ次教育学会が設立され、その第11,1大会が、昨年秋
（20()8fl{１１月２９～3()|[の２日間）に玉川大学にてⅡＭ
催された。大会は、ワークショップとラウンドテーブル
の２砿のセッションから構成され、参加者としては、教
員だけでなく、大学耶務局の学生課・教務課などの多く
の胆､'1噸務職員の参力１１がし,L受けられ、大学職員が一体と
なり初年次教育の充実を目指していることが伺える。
当大会においては、ワークショップおよびラウンドテ
ーブルにおいて複数のセッションが、意され、事前の希
望調査から各参加者が割り振られている。自身は、ワー
クショップＩとして、「初年次教育における班活動を通
じてゼミ発表スキルを独得させる方法」に参加した。法
政大の縢田哲也先生がi(ｌｉｌｌ担当されている初年次教育科１１
「基礎ゼミ」を題材に、初年次学〈kのゼミ発表スキル習
得方法の解説、さらには、参加者を学生に見立てた実践
授業が行われた。ワークショップⅡの「初年次教育にお
ける教職協働のあり方を探る」においては、参加者を数
グループに分け、初ｲ]ﾖ次教育に向けた,111M週と教職員それ
ぞれの役割をチェックシートに記入し、記述内容につ
いてグループで共櫛化し討論を行った。このような作業
を通じた協働意識は、大学職員の体制に何らのプラスに
なるものと期待される。ラウンドテーブルの「多様な学
生に対応する必修科１１の在り方と教育プログラム」に
おいては、学生のＩｌｌｌｉｌに対応したｌ分な桁導ができる教ｆｆ
プログラムの詳細が、大手前大学より報告され、特徴rli
な授業設計・運用に対して多くの参加獣の関心が集まっ
た。基調講演として、初年次教育学会会長の山田礼子先
生から、「日本の初年次教育の展開－その現状と課題一」
と題して識演が行われ、初年次教育に１１Mする研究の１１t進
各大学での実践と大級jらl1Uの交流の進腱、ネットワーク形
成のin要性などについて、米国の教育方法の紹介を交え
ながら解説された。
今回の初年次教育学会第１回大会における発表の多く
が文系の大学や短大であったこともあり、直接的に関連
する'１１項は少なかったが、工学系大学における初年次救
育の騨入・実践については、続々多様化する入学学生へ
の教育のための今後の,険討課題の一つであろう。
～ 
週テーマ概要
１ガイダンスVDTUfltWf予防ほか
２情報倫迎１電了メールとマナー
３情報倫理２情報セキュリティ
４情報倫理３情報発僻、鞍`作権
５プログラミング１式の書き方、データ出力、条('|判定
６プログラミング２繰返し処理、データ入力
７プログラミング３個数を数える、合計を求める
８officel表計算とグラフ処理（exceD
図形描仙iとプレゼンテーション
（DOWel･Point） ｏｆＩｉｃｅ２ ８ 
情報検索と文書作成（word他）lＯＩｏｆｆｉｃｅＲ 
１１マルチメディア１ウェブページ作成（基礎）
１２マルチメディア２グラフィックデザイン
１３マルチメディア３ＣＡＤ
Ｍマルチメデイア４ウェプページ作成
１５総合演習
この分野は極めて変化が速く、昨今の主な動きに対し
て直ちに次のような課題が浮かび上がる。
（１）携帯逝話をはじめますますインターネットの利用
が増えているが、これに伴いプライバシーやlIil人情
報の保護、不正アクセス防[上、ネチケットなど、情
報倫理教蒜の必要性が一瞬、高まっている。
（２）工学基礎教育としてソフトウェアの動,作原理をき
ちんと理解することは重要であるが、パッケージソ
フトの普及により自らプログラミングする槻会や必
要性が減りつつある。
（３）office系ソフトは、実験結果の整理やレポート
作成、プレゼンテーションなどで入学後すぐに必要
となるものであるが、高校での学習レベルが一律で
なく入学IHI後のスキルに人きなばらつきがある。
（４）ブログやＳＮＳなど新たな`|ｉｆ報発信法の|｣｣現や携
帯との運搬、オープン利用コンテンツの流｣１１法など
マルチメディアの利用環境が急激に変化している。
可
編集後記
広報ＦＤだより第12号をお届けします。ＦＤワ
ーキンググループ（ＷＧ）では、洞爺湖教育ワーク
ショップとＦＤ識減会を中心に活動を行っておりま
す。こうした企画に皆さんの声を反映させたいと考
えております。ご激兇、ご要望を、お近くのＦＤＷ
Ｇメンバーにお寄せ下さい。
これらへの取組み方は、単に洲瀧内容の議論に留まら
ず、本学の教育戦略とも強く関係するものである。各系
学科やコースでの教育がより効釆''１９になるよう、また情
報面で安全な学生生活が送れるよう、今後も徽に状況変
化を把握しつつ内容を見直してゆきたい。
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